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アルファ線内用療法(TAT:Targeted Alpha Therapy)用核種として有望な Ac-225に関して、小型高製造効率

化が期待される電子線形加速器を利用した製造システムを検討している。本研究では、基礎試験の約 1000

倍(50 MBq)の Ra-226原料を用いたスケールアップ試験を実施し、Ac-225の分離精製及び定量評価を行った。 

キーワード：アルファ線内用療法，医療用放射性核種，Ra-226，Ac-225，電子線形加速器 

 

1. 緒言 

本手法は、電子線形加速器により加速した電子を制動放射線発生用ターゲットに照射することで生成す

る制動放射線と Ra-226原料との核反応である Ra-226(γ,n)Ra-225反応で生成する Ra-225のβ崩壊により

Ac-225 を製造する方法である。上記反応断面積には、実験値が存在せず、理論値のみであることから、実

験による Ac-225 製造量の評価が必要である。 

 

2. 分離精製、及び、定量評価方法 

分離精製は、東北大学金属材料研究所アルファ放

射体実験室において、複数の抽出クロマトグラフィ

用レジンを用いて実施した。分離精製後の試料のガ

ンマ線スペクトルを図１に示す。Ac-225 の子孫核種

である Fr-221 及び Bi-213 からのガンマ線のピーク

を確認した。Ac-225 と放射平衡になっている Bi-213

からのガンマ線のピーク計数率の測定結果から

Ac-225 量を導出した。 

 

3. 結果・考察 

分離精製後の Ac-225 量の測定値は 366 kBq であり、Ac-225 の半減期を考慮した測定時刻における理論断

面積を用いた計算値 251 kBq の 1.46 倍であった。基礎試験においても、計算値よりも実験値が大きかった

ことから、実際の断面積よりも理論断面積が小さい可能性がある。また、Ra-226 原料の厚さによっても

Ac-225 製造量が変わることから、原料の厚さが不均一であった可能性も考えられる。 
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